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弘前薬剤師会広報

 
	 弘薬通信 

 
6/17	 急患診療所運営委員会        弘前市医師会 
6/23	 理事会                弘前薬剤師会会議室	  

 
理事会だより 

令和 2 年度第 3 回（一社）弘前薬剤師会理事会 
日時：令和2年6月23日（火） 
午後7時15分~午後9時00分 
場所：弘前薬剤師会	 会議室 
議長：前田会長 
議事録作成：奈良（総務財務委員会）	 	 	  
議事録文責：前田会長 
出席者：前田会長、磯木、白滝、鈴木各副会長、上

田、加藤、齋藤、佐々木、相馬各常務理事 
大川、小笠原、奈良、前田（峻）、安田各理

事、坂本監事	 	 	  
●報告事項 
(1)定時総会報告（5/26	 ホテルニューキャッスル） 
前田会長より報告あり。 
・議案第1号から3号まで全て賛成多数で承認され
た。 
・試験的に zoomを使って撮影したが上手く出来た
とのこと。 
(2)急患診療所運営委員会（6/17	 弘前市医師会） 
前田会長より報告あり。 
・委員長が山内先生になり、副委員長は保留とのこ

と。 
・次回は8月に開催されるので、それまでに各薬局
から新型コロナウイルス感染症への対応についての

問題や意見を収集する。 
・最近は患者数が凄く減っている様子。 
・0410対応のマニュアルは医師会に渡している。今
の所、大きな問題はないのでこのままの対応でいく

予定。 
・コロナ関係のトラブルは齋藤常務が取りまとめる。 
(3)委員会報告 

前田（峻）理事より地域保健委員会の報告あり。 
・ダメ・ゼッタイ運動は秋の開催を予定している。

コロナの状況によっては中止もあり得る。 
上田常務より生涯学習委員会の報告あり。 
・通常の研修会の再開のタイミングは日薬の対応な

ども注視しながら検討していく。 
大川理事より実務実習委員会の報告あり。 
・東北医科薬科大学の実習が遅れて先週より開始に

なったが、終了時期はみんなと同じになるかもしれ

ない。 
・学薬とか OTC の集合研修の日程は現在打ち合わ
せ中。 
(4)その他 
前田会長より報告あり。 
・弘前薬剤師会が令和2年度青森県健康づくり事業
功労者等の表彰候補に挙がった。 
 
●協議事項 
 (1)会員への情報提供の方法 
・薬物依存が疑われる者に係わる情報提供について

（第6報）は正会員にメールで報告する。 
・県薬から来る情報については県薬の理事である磯

木、白滝各副会長、上田、齋藤、佐々木各常務、小

笠原理事が必要と思った情報を積極的に弘薬の会員

に伝える事にする。 
(2)研修シールオンライン申請に伴うツール 
・研修シールオンライン申請が可能になった時の為

に zoomのウェビナーを使う準備をしておく。 
・シールの受け渡し等はこれから検討していく。 
(3)薬剤師薬局の櫻田先生が広報情報委員会の委員
として承認された。 
(4)その他 
・弘薬の法人カードを作成する。 
・新しいHPはそろそろ完成予定。ページ毎に編集
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の権限を分ける事が可能。 
・事務局員は近い内に増員予定。 
・監事は今の所一人のままでいくが、増員について

はこれからも検討していく。 
・6/16にケアマネの津軽支部の理事会があり、いつ
も 10 月に開催されている津軽地域ケアネットワー
ク交流会が今年は中止に決定した。 
 
薬物依存が疑われる者に係る情報提供に

ついて	

青森県薬剤師会会員ページ	 2020/6/17 に詳細が掲
載されております。 
 
一般社団法人弘前薬剤師会定時総会開催 
                             前田淳彦	
令和2年5月26日19時30分より、2020年度一
般社団法人弘前薬剤師会定時総会がホテルニューキ

ャッスル新館 2階「曙」を会場に 22名の出席者の
もとに開催されました。会場では、新型コロナウイ

ルス感染症の緊急事態宣言は解除されたがまだ終息

していないため、出席者にはマスク着用をお願いし、

また、密にならないように 2～3人用机 1台に座る
人数を 1 人に限るなどして出席者の間隔を確保し、
また、会場の出入り口を開放し換気を良くするなど

予防対策をとりました。総会は会長挨拶の後、議長

に上田寿夫常務理事が選出され、委任状数が会員総

数358人の過半数を超えていることを確認の後、予
定した報告と議案が承認されました。会長から「今

年度は事務局職員を 1.5人に増員したい。理由は、
FAX コーナーの職員が休んだときに事務局職員が
FAXコーナー勤務に行っている間、事務局を閉鎖し
ていた。そのため会員に不便をかけていたことを解

消したい。また、事務の業務量が増えているためで

もある。」といった説明がありました。 
 

委員会だより 
広報情報委員会  
●	弘前大学医学部附属病院 
《 新規院外登録薬品 》 
オキシコドン徐放錠 40mgNX「第一三共」  
ロケルマ懸濁用散分包 5g  
ロケルマ懸濁用散分包 10g  

ユリス錠 0.5mg  
ユリス錠 1mg  
ユリス錠 2mg  
サムスカOD錠 7.5mg  
ベレキシブル錠 80mg  
カボメティクス錠 20mg 
カボメティクス錠 60mg 
ニフェジピンカプセル 10mg「テバ」 
アセトアミノフェン錠 500mg「マルイシ」  
オキシコドン徐放錠 20mgNX「第一三共」 
ルムジェブ注ミリオペン  
ルムジェブ注ミリオペン HD  
ルムジェブ注 100単位/mL  
ルムジェブ注カート  
ソリクア配合注ソロスター 
アイラミド配合懸濁性点眼液 
 
●国立病院機構弘前病院 
・クエチアピン錠	25mg「明治」	

・エルネオパNF1号輸液	1500ml	

・エルネオパNF2号輸液	1500ml	

 
●弘前市立病院 
・アムバロ配合錠「サンド」 
・インヴェガ錠 3mg 
・エンクラッセ 62.5µgエリプタ30吸入用 
・セレジストOD錠 5mg 
・ベシケアOD錠 2.5mg 
・ユナシン錠 375mg 
・レベミル注イノレット 
・デカドロン注射液 6.6mg 
・ビーフリード輸液 (1L1キット) 
・ファモチジン静注 20mg「日新」 
新入会員  
オダギリ	 	 	 	 ユイ 

小田桐	 由衣	 ファルマ弘前薬局	 勤務 
ナラ	 	 	 	 ミハル 

奈良	 美春	 	 ファルマ弘前薬局	 勤務	 	 	 	 	  
 

編集者：加藤	 傑 


